
天体位置の計算 

天体の位置計算からは、過去、現在、未来のある日の夜空がどんな様子に成ってい

るのかを知ることができます。しかし、その正確な予測が難しいのは、地球が自転し

ており、さらに、その地球がさらに太陽の周りを廻っていることです。もっとやっかいな

のは、地球の自転軸と公転の面がずれていることです。こんなことをいろいろ頭のな

かにいれて、天体の位置計算をします。その基本となるのが、時間を決め方です。太

陽を原点とする座標系のなかで、私たちのいる場所は絶えず変化をしています。そ

の位置を正確にしるためには、これまでの歴史の中での時間軸のなかで、自分たち

がどこにいるのかを正確にしる必要があります。こうして、天文学のまず第一の難関

は、時間軸、すなわち、暦の正確なはかり方です。これが分かれば、あとは、太陽を

原点とする座標系、地球の中心を原点とする座標系、さらに、自分のいる位置を原点

とする座標系の座標変換をしていけば、容易に任意の日時の夜空をコンビューター

でシミュレーションすることができます。すでに、コンピューターグラフィックスをもちい

たパソコンプラネタリウムなどが紹介されていますが、自分でも是非、天体の位置計

算に挑戦して見て下さい。 

  

 天体の位置計算の方法について以下の項目に分けて解説を書きました。  

1. 恒星の位置計算 

２．惑星の位置計算 

３．月の位置計算 

について、それぞれ図解を致します。 

位置計算の仕方について、単純明快に解説したつもりです。まず、流れをつかんでみ

て下さい。 
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